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1． 基本方針

1.1 要求事項の整理 

監視設備について，設置許可基準規則第 31 条及び技術基準規則第 34 条におい

て，追加要求事項を明確化する。（第 1.1－1 表） 

第 1.1－1 表 設置許可基準規則第 31 条，技術基準規則第 34 条 要求事項 

設置許可基準規則 

第 31 条（監視設備） 

技術基準規則 

第 34 条（計測装置） 
備考 

 発電用原子炉施設には、通常運転

時、運転時の異常な過渡変化時及び

設計基準事故時において、当該発電

用原子炉施設及びその境界付近にお

ける放射性物質の濃度及び放射線量

を監視し、及び測定し、並びに設計

基準事故時における迅速な対応のた

めに必要な情報を原子炉制御室その

他当該情報を伝達する必要がある場

所に表示できる設備（安全施設に属

するものに限る。）を設けなければな

らない。 

【解釈５】 

第 31 条において、モニタリングポ

ストについては、非常用所内電源に

接続しない場合、無停電電源等によ

り電源復旧までの期間を担保できる

設計であること。また、モニタリン

グポストの伝送系は多様性を有する

設計であること。 

 発電用原子炉施設には、次に掲げる事項を計測す

る装置を施設しなければならない。ただし、直接計

測することが困難な場合は、当該事項を間接的に測

定する装置を施設することをもって、これに代える

ことができる。 

一 炉心における中性子束密度 

二 炉周期 

三 制御棒の位置及び液体制御材を使用する場合に

あっては、その濃度 

四 一次冷却材に関する次の事項 

イ 放射性物質及び不純物の濃度

ロ 原子炉圧力容器の入口及び出口における圧

力、温度及び流量 

五 原子炉圧力容器（加圧器がある場合は、加圧器）

内及び蒸気発生器内の水位 

六 原子炉格納容器内の圧力、温度、可燃性ガスの

濃度、放射性物質の濃度及び線量当量率 

七 主蒸気管中及び空気抽出器その他の蒸気タービ

ン又は復水器に接続する設備であって放射性物質

を内包する設備の排ガス中の放射性物質の濃度 

八 蒸気発生器の出口における二次冷却材の圧力、

温度及び流量並びに二次冷却材中の放射性物質の

濃度 

九 排気筒の出口又はこれに近接する箇所における

排気中の放射性物質の濃度 

十 排水口又はこれに近接する箇所における排水中

の放射性物質の濃度 

十一 放射性物質により汚染するおそれがある管理

区域（管理区域のうち、その場所における外部放

射線に係る線量のみが実用炉規則第二条第二項第

四号に規定する線量を超えるおそれがある場所を

追加要求事項

設置許可基準

規則（解釈５） 

31条-1
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除いた場所をいう。以下同じ。）内に開口部がある

排水路の出口又はこれに近接する箇所における排

水中の放射性物質の濃度 

十二 管理区域内において人が常時立ち入る場所そ

の他放射線管理を特に必要とする場所（燃料取扱

場所その他の放射線業務従事者に対する放射線障

害の防止のための措置を必要とする場所をいう。）

の線量当量率 

十三 周辺監視区域に隣接する地域における空間線

量率及び放射性物質の濃度 

十四 使用済燃料その他高放射性の燃料体を貯蔵す

る水槽の水温及び水位 

十五 敷地内における風向及び風速 

－ ３ 第一項第十二号から第十四号までに掲げる事項

を計測する装置（第一項第十二号に掲げる事項を

計測する装置にあっては、燃料取扱設備及び燃料

貯蔵設備に属するものに限る。）にあっては、外部

電源が喪失した場合においてもこれらの事項を計

測することができるものでなければならない。 

追加要求事項 

－ ４ 第一項第一号及び第三号から第十五号までに掲

げる事項を計測する装置にあっては、計測結果を

表示し、記録し、及びこれを保存することができ

るものでなければならない。ただし、設計基準事

故時の放射性物質の濃度及び線量当量率を計測す

る主要な装置以外の装置であって、断続的に試料

の分析を行う装置については、運転員その他の従

事者が測定結果を記録し、及びこれを保存し、そ

の記録を確認することをもって、これに代えるこ

とができる。 

追加要求事項 

 

  

31条-2
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1.2 適合のための基本方針 

1.2.1 設置許可基準規則第 31 条第１項に対する基本方針 

  周辺監視区域境界付近には，モニタリング・ポスト及びモニタリング・ポイ

ントを設置し，さらに放射能観測車により放射線測定を行う。

モニタリング・ポストは，非常用所内電源に接続する設計とする。さらに，

モニタリング・ポストは，専用の無停電電源装置及び非常用発電機を有し，停

電時に電源を供給できる設計とする。 

  また，モニタリング・ポストから中央制御室及び緊急時対策所までのデータ

伝送系は，有線及び無線により，多様性を有し，指示値は中央制御室及び緊急

時対策所で監視できる設計とする。モニタリング・ポストは，その測定値が設

定値以上に上昇した場合，直ちに中央制御室に警報を発信する設計とする。 

  また，放射性気体廃棄物の放出管理及び発電所周辺の被ばく線量評価並びに

一般気象データ収集のため，発電所敷地内で気象観測設備により風向，風速そ

の他の気象条件を測定及び記録できる設計とする。 

31条-3
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2. 追加要求事項に対する適合方針 

2.1 モニタリング・ポスト 

2.1.1 モニタリング・ポストの配置及び計測範囲 

  通常運転時，運転時の異常な過渡変化時，設計基準事故時に周辺監視区域境

界付近の放射線量率を連続的に監視するために，モニタリング・ポスト６台を

設けており，連続測定したデータは，中央制御室及び緊急時対策所に表示し，

監視を行うことができる設計とする。また，そのデータを記録し，保存するこ

とができる設計とする。 

  なお，モニタリング・ポストは，その測定値が設定値以上に上昇した場合，

直ちに中央制御室に警報を発信する設計とする。 

  モニタリング・ポストの配置図を第 2.1－1 図，計測範囲等を第 2.1－1 表に

示す。 

 

31条-4
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第 2.1－1 表 モニタリング・ポストの計測範囲等 

名称 検出器の種類 計測範囲 警報動作範囲 個数 取付箇所 

モニタリング・ 

ポスト 

ＮａＩ（Ｔｌ） 

シンチレーション 
10～105nGy/h 10～105nGy/h 各１台 

周辺監視区 

域境界付近 

（６箇所） 電離箱 10～108nGy/h 10～108nGy/h 各１台 

 

 

（モニタリング・ポストの写真） 

  

電離箱検出器 ＮａＩ（Ｔｌ）シンチレーション検出器 

31条-6

8



 

 

2.1.2 モニタリング・ポストの電源 

  モニタリング・ポストは，非常用所内電源に接続しており，非常用交流電源

設備である非常用ディーゼル発電機からの給電が可能な設計とする。また，モ

ニタリング・ポストは，専用の無停電電源装置及び非常用発電機を有し，停電

時に電源を供給できる設計とする。 

  また，全交流動力電源が喪失した場合に，モニタリング・ポストへ給電する

代替交流電源設備として常設代替交流電源設備であるガスタービン発電機から

の給電が可能な設計とする。 

  無停電電源装置及び非常用発電機の設備仕様を第 2.1－2 表に，モニタリン

グ・ポストの電源構成概略図等を第 2.1－2 図に示す。 

 

第 2.1－2 表 無停電電源装置及び非常用発電機の設備仕様 

名称 個数 出力 発電方式 

バック 

アップ 

時間※ 

燃料 備考 

無停電 

電源装置 

局舎毎 

に１台 

計６台 

1.2kVA

以上 
蓄電池 約 10 分 － 

停電時に電源を

供給できる 

非常用 

発電機 

局舎毎 

に１台 

計６台 

5.2kVA 
ディーゼル 

エンジン 
約 24 時間 軽油 

停電時に電源を

供給できる 

  ※バックアップ時間は，各モニタリング・ポストの実負荷より算出。 

  

31条-7
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  ○電源構成概略 

   （モニタリング・ポスト No.1～No.6 について同様） 

 

第 2.1－2 図 モニタリング・ポストの電源構成概略図等（１／２） 

  

31条-8
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  ○外観写真 

 

 

 

（無停電電源装置の写真） （非常用発電機の写真） 

 

  

（常設代替交流電源設備の写真）  

 

第 2.1－2 図 モニタリング・ポストの電源構成概略図等（２／２） 

  

31条-9
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2.1.3 モニタリング・ポストの伝送 

  モニタリング・ポストで測定したデータの伝送を行う構成は，建物間※におい

て有線及び無線により多様性を有し，測定したデータは，モニタリング・ポス

ト局舎，中央制御室及び緊急時対策所で監視できる設計とする。 

  モニタリング・ポストの伝送概略図を第 2.1－3 図に示す。 

 

  ※制御室建物等は，モニタリング・ポストと同等以上の耐震性を有しており，

伝送の多様化の対象範囲は耐震性を有した建物間とする。 

 

 

第 2.1－3 図 モニタリング・ポストの伝送概略図 

  

【凡例】

：有線回線

：無線回線

：アンテナ

緊急時対策所

現場盤
（測定・表示・伝送）

野外放射線モニタ盤
（表示・警報・記録・伝送）

ＳＰＤＳ
データ収集サーバ

（伝送）

ＳＰＤＳ
伝送サーバ

（記録・伝送）

ＳＰＤＳ
データ表示装置

（表示）

廃棄物処理建物 原子炉建物

モニタリング・ポスト 中央制御室

（No.1～No.6全て） 制御室建物

31条-10
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2.2 放射能観測車 

  周辺監視区域境界付近の放射線量率及び空気中の放射性物質の濃度を迅速に

測定するために，放射線量率を監視，測定，記録する装置，空気中の放射性物

質（粒子状物質，よう素）を採取，測定する装置等を搭載した放射能観測車を

１台配備する。 

  また，原子力事業者間協力協定に基づき，放射能観測車 11 台の融通を受ける

ことが可能である。 

  放射能観測車搭載の各計測器の計測範囲等及び放射能観測車の写真を第 2.2

－1 表，放射能観測車の保管場所を第 2.2－1 図に示す。 

 

第 2.2－1 表 放射能観測車搭載の各計測器の計測範囲等及び 

放射能観測車の写真 

名称 検出器の種類 計測範囲 記録方法 個数 

放
射
能
観
測
車 

線量率 

モニタ 

ＮａＩ（Ｔｌ） 

シンチレーション 
10～10５nGy/h サンプリング記録 １台 

ダスト 

モニタ 
ＧＭ管 ０～10６-1count サンプリング記録 １台 

よう素 

モニタ 

ＮａＩ（Ｔｌ） 

シンチレーション 
０～10６-1count サンプリング記録 １台 

（その他主な搭載機器）個数：各１台 

 ・ダスト・よう素サンプラ 

 ・ＰＨＳ端末 

 ・衛星電話設備（携帯型） 

 ・風向風速計  

（放射能観測車の写真） 

31条-11
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2.3 気象観測設備 

  気象観測設備は，放射性気体廃棄物の放出管理及び発電所周辺の一般公衆の

被ばく線量評価並びに一般気象データ収集のために，風向，風速，日射量，放

射収支量，雨量，温度等を測定し，連続測定したデータは，中央制御室及び緊

急時対策所に表示し，監視を行うことができる設計とする。また，そのデータ

を記録し，保存することができる設計とする。 

気象観測設備の各測定器は周囲の構造物の影響のない位置※に配置する設計

とする。 

  気象観測設備の配置図を第 2.3－1 図，測定項目等を第 2.3－1 表に示す。 

  また，気象観測設備のデータ伝送系については，第 2.3－2 図に示すとおりと

する。気象観測設備のデータ伝送を行う構成は，建物間において有線及び無線

により多様性を有することで信頼性向上を図る設計とする。 

 

※ 「露場から建物までの距離は建物の高さから 1.5ｍを引いた値の３倍以上，

または露場から 10ｍ以上。」「露場中央部における地上 1.5ｍの高さから周囲の

建物に対する平均仰角は 18 度以下。」（地上気象観測指針（2002 気象庁）） 

 

31条-13
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第 2.3－1 表 気象観測設備の測定項目等 

気象観測設備 

（気象観測設備の写真） 

個数：各１台 

（測定項目） 

風向※，風速※，日射量※， 

放射収支量※，雨量，温度等 

（記録） 

有線及び無線により中央制御室及び緊急時対

策所に表示し，監視する。また，そのデータ

を記録し，保存する。 

※「発電用原子炉施設の安全解析に関する気象指針」に基づく測定項目

第 2.3－2 図 気象観測設備の伝送概略図 

【凡例】

：有線回線

：無線回線

：アンテナ

ＳＰＤＳ
伝送サーバ

（記録・伝送）

ＳＰＤＳ
データ表示装置

（表示）現場盤
（測定・表示・伝送）

気象観測設備
（ドップラーソーダ）

中央制御室

制御室建物 廃棄物処理建物 緊急時対策所原子炉建物

現場盤
（測定・表示・伝送） タービン建物

気象観測設備
（ドップラーソーダ以外）

野外放射線モニタ盤
（表示・警報・記録・伝送）

ＳＰＤＳ
データ収集サーバ

（伝送）

風向風速計 

（地上高 20m）

ドップラーソーダ 

（音波型風向風速計） 

（標高 65m,130m） 

日射計，放射収支計 雨量計，温度計，湿度計

31条-15

17



 

 

別添１ 

 

モニタリング・ポスト用非常用発電機及び 

モニタリング・ポスト用無停電電源装置の位置付けについて 

 

1. モニタリング・ポスト用非常用発電機及びモニタリング・ポスト用無停電電

源装置の位置付け 

  モニタリング・ポストについては，設置許可基準規則第３１条において，非

常用所内電源設備への接続が求められており，島根２号炉のモニタリング・ポ

ストは非常用所内電源に接続する設計としている。 

  さらに，専用のモニタリング・ポスト用非常用発電機（以下，「ＭＰ用発電機」

という。）及びモニタリング・ポスト用無停電電源装置（以下，「ＭＰ用ＵＰＳ」

という。）を有しており，停電時にも測定を継続することが可能な設計としてい

る。 

 

  なお，当該のＭＰ用発電機及びＭＰ用ＵＰＳは，以下の理由により設置許可

基準規則第３３条（保安電源設備）に規定される保安電源設備に該当する。 

  ・モニタリング・ポストは安全施設に該当する。 

  ・ＭＰ用発電機及びＭＰ用ＵＰＳは，モニタリング・ポストへ電力を供給す

るものであり，第３３条第３項に規定される，「保安電源設備（安全施設へ

電力を供給する設備）」に該当する。 

 

設置許可基準規則 第３３条（保安電源設備） 

３ 保安電源設備（安全施設へ電力を供給するための設備をいう。）は、電線路、

発電用原子炉施設において常時使用される発電機及び非常用電源設備から安全施

設への電力の供給が停止することがないよう、機器の損壊、故障その他の異常を

検知するとともに、その拡大を防止するものでなければならない。 
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2. ＭＰ用発電機及びＭＰ用ＵＰＳに対する規制要求事項 

  ＭＰ用発電機及びＭＰ用ＵＰＳについては，モニタリング・ポストへの電力

供給設備として保安電源設備に該当することから，設置許可基準規則第 33 条

（保安電源設備）に対する基準適合性について整理した。また，関連する条文

に対しても基準適合性を整理した。 

  ・第３条（地盤） 

  ・第４条（地震） 

  ・第５条（津波） 

  ・第６条（地震，津波以外の自然現象） 

  ・第８条（火災） 

  ・第９条（溢水） 

  ・第 10 条（誤操作の防止） 

  ・第 12 条（安全施設） 

  ・第 33 条（保安電源設備） 

 

  詳細について第１表に示す。 
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第
１
表
 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
用
非
常
用
発
電
機
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
用
無
停
電
電
源
装
置
に
対
す
る
基
準
適
合
性

 

設
置
許
可
基
準
規
則

 
規
則
の
解
釈
（
該
当
箇
所
抜
粋
）

 
適
合
性

 

（
設
計
基
準
対
象
施
設
の
地
盤
）

 

第
三
条

 
設
計
基
準
対
象
施
設
は
、
次
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り

算
定
す
る
地
震
力
（

設

計
基
準
対
象
施
設

の
う
ち
、
地
震
の
発

生

に
よ
っ
て
生
ず
る

お
そ
れ
が
あ
る
そ
の

安

全
機
能
の
喪
失
に

起
因
す
る
放
射
線
に

よ

る
公
衆
へ
の
影
響

の
程
度
が
特
に
大
き

い

も
の
（
以
下
「
耐
震
重
要
施
設
」
と
い
う
。
）

及
び
兼
用
キ
ャ
ス

ク
に
あ
っ
て
は
、
同

条

第
三
項
に
規
定
す

る
基
準
地
震
動
に
よ

る

地
震
力
を
含
む
。）

が
作
用
し
た
場
合
に
お

い
て
も
当
該
設
計

基
準
対
象
施
設
を
十

分

に
支
持
す
る
こ
と

が
で
き
る
地
盤
に
設

け

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
兼
用

キ

ャ
ス
ク
に
あ
っ
て

は
、
地
盤
に
よ
り
十

分

に
支
持
さ
れ
な
く

て
も
そ
の
安
全
機
能

が

損
な
わ
れ
な
い
方

法
に
よ
り
設
け
る
こ

と

が
で
き
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

第
３
条
（
設
計
基
準
対
象
施
設
の
地
盤
）

 

１
 
第
３
条
第
１
項
に
規
定
す
る
「
設
計
基
準
対
象
施
設
を
十
分
に
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
は
、
設
計
基
準
対
象
施
設
に
つ
い
て
、
自
重
及
び
運
転
時
の
荷
重
等
に
加
え
、
耐
震
重
要

度
分
類
（
本
規
程
第
４
条
２
の
「
耐
震
重
要
度
分
類
」
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
各
ク
ラ
ス

に
応
じ
て
算
定
す
る
地
震
力
（
第
３
条
第
１
項
に
規
定
す
る
「
耐
震
重
要
施
設
」（

本
規
程
第

４
条
２
の
Ｓ
ク
ラ
ス
に
属
す
る
施
設
を
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
第
４
条
第
３
項
に
規
定
す
る

「
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
」
を
含
む
。）

が
作
用
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
接
地
圧
に
対

す
る
十
分
な
支
持
力
を
有
す
る
設
計
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

な
お
、
耐
震
重
要
施
設
に
つ
い
て
は
、
上
記
に
加
え
、
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
が
作
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
弱
面
上
の
ず
れ
等
が
発
生
し
な
い
こ
と
を
含
め
、
基
準
地
震
動
に
よ
る

地
震
力
に
対
す
る
支
持
性
能
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
る
。

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
用
非
常
用

発
電
機
（
以
下
，「

Ｍ
Ｐ
用
発
電
機
」
と

い
う
。
）
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト

用
無
停
電
電
源
装
置
（
以
下
，「

Ｍ
Ｐ
用

Ｕ
Ｐ
Ｓ
」
と
い
う
。）

は
，
耐
震
設
計
審

査
指
針
に
基
づ
く
耐
震
設
計
上
の
重
要

度
分
類
「
Ｃ
ク
ラ
ス
」
に
該
当
し
，
Ｃ

ク
ラ
ス
の
地
震
力
が
作
用
し
た
場
合
に

お
い
て
も
，
接
地
圧
に
対
す
る
十
分
な

支
持
力
を
有
す
る
設
計
と
す
る
。

 

ま
た
，
Ｍ
Ｐ
用
発
電
機
及
び
Ｍ
Ｐ
用

Ｕ
Ｐ
Ｓ
は
「
耐
震
重
要
施
設
」
に
は
該

当
し
な
い
。

 

２
 
耐
震
重
要
施
設
及
び
兼
用
キ
ャ
ス
ク
は
、

変
形
し
た
場
合
に

お
い
て
も
そ
の
安
全

機

能
が
損
な
わ
れ
る

お
そ
れ
が
な
い
地
盤

に

設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
Ｍ
Ｐ
用
発
電
機
及
び
Ｍ
Ｐ
用
Ｕ
Ｐ
Ｓ

は
「
耐
震
重
要
施
設
」
に
は
該
当
し
な

い
。
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設
置
許
可
基
準
規
則

 
規
則
の
解
釈
（
該
当
箇
所
抜
粋
）

 
適
合
性

 

３
 
耐
震
重
要
施
設
及
び
兼
用
キ
ャ
ス
ク
は
、

変
位
が
生
ず
る
お

そ
れ
が
な
い
地
盤
に

設

け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
兼

用

キ
ャ
ス
ク
に
あ
っ

て
は
、
地
盤
に
変
位

が

生
じ
て
も
そ
の
安

全
機
能
が
損
な
わ
れ

な

い
方
法
に
よ
り
設

け
る
こ
と
が
で
き
る

と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 
Ｍ
Ｐ
用
発
電
機
及
び
Ｍ
Ｐ
用
Ｕ
Ｐ
Ｓ

は
「
耐
震
重
要
施
設
」
に
は
該
当
し
な

い
。

 

（
地
震
に
よ
る
損
傷
の
防
止
）

 

第
四
条

 
設
計
基
準
対
象
施
設
は
、
地
震
力
に

十
分
に
耐
え
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で

な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

第
４
条
（
地
震
に
よ
る
損
傷
の
防
止
）

 

１
 
第
４
条
第
１
項
に
規
定
す
る
「
地
震
力
に
十
分
に
耐
え
る
」
と
は
、
あ
る
地
震
力
に
対
し
て

施
設
全
体
と
し
て
お
お
む
ね
弾
性
範
囲
の
設
計
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
こ
の
場
合
、
上

記
の
「
弾
性
範
囲
の
設
計
」
と
は
、
施
設
を
弾
性
体
と
み
な
し
て
応
力
解
析
を
行
い
、
施
設

各
部
の
応
力
を
許
容
限
界
以
下
に
留
め
る
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、
こ
の
場
合
、
上
記
の
「
許

容
限
界
」
と
は
、
必
ず
し
も
厳
密
な
弾
性
限
界
で
は
な
く
、
局
部
的
に
弾
性
限
界
を
超
え
る

場
合

を
容

認
し

つ
つ

も
施

設
全

体
と

し
て

お
お

む
ね

弾
性

範
囲

に
留

ま
り

得
る

こ
と

を
い

う
。

 

３
 
第
４
条
第
１
項
に
規
定
す
る
「
地
震
力
に
十
分
に
耐
え
る
こ
と
」
を
満
た
す
た
め
に
、
耐
震

重
要
度
分
類
の
各
ク
ラ
ス
に
属
す
る
設
計
基
準
対
象
施
設
の
耐
震
設
計
に
当
た
っ
て
は
、
以

下
の
方
針
に
よ
る
こ
と
。

 

三
 
Ｃ
ク
ラ
ス

 

・
静
的
地
震
力
に
対
し
て
お
お
む
ね
弾
性
状
態
に
留
ま
る
範
囲
で
耐
え
る
こ
と
。

 

・
建
物
・
構
築
物
に
つ
い
て
は
、
常
時
作
用
し
て
い
る
荷
重
及
び
運
転
時
に
作
用
す
る
荷
重
と

静
的
地
震
力
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
結
果
発
生
す
る
応
力
に
対
し
て
、
建
築
基
準
法
等
の
安

全
上
適
切
と
認
め
ら
れ
る
規
格
及
び
基
準
に
よ
る
許
容
応
力
度
を
許
容
限
界
と
す
る
こ
と
。

 

Ｍ
Ｐ
用
発
電
機
及
び
Ｍ
Ｐ
用
Ｕ
Ｐ
Ｓ

は
，
耐
震
設
計
審
査
指
針
に
基
づ
く
耐

震
設
計
上
の
重
要
度
分
類
「
Ｃ
ク
ラ
ス
」

に
該
当
し
，
Ｃ
ク
ラ
ス
に
応
じ
て
設
定

し
た
地
震
力
に
対
し
て
十
分
耐
え
る
設

計
と
す
る
。
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設
置
許
可
基
準
規
則

 
規
則
の
解
釈
（
該
当
箇
所
抜
粋
）

 
適
合
性

 

・
機
器
・
配
管
系
に
つ
い
て
は
、
通
常
運
転
時
、
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
の
荷
重
と
静

的
地
震
力
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
結
果
発
生
す
る
応
力
に
対
し
て
、
応
答
が
全
体
的
に
お
お

む
ね
弾
性
状
態
に
留
ま
る
こ
と
。

 

２
 
前
項
の
地
震
力
は
、
地
震
の
発
生
に
よ
っ

て
生
ず
る
お
そ
れ

が
あ
る
設
計
基
準
対

象

施
設
の
安
全
機
能

の
喪
失
に
起
因
す
る

放

射
線
に
よ
る
公
衆

へ
の
影
響
の
程
度
に

応

じ
て
算
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
第
４
条
第
２
項
に
規
定
す
る
「
地
震
の
発
生
に
よ
っ
て
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
設
計
基
準
対

象
施
設
の
安
全
機
能
の
喪
失
に
起
因
す
る
放
射
線
に
よ
る
公
衆
へ
の
影
響
の
程
度
」
と
は
、

地
震
に
よ
り
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
設
計
基
準
対
象
施
設
の
安
全
機
能
の
喪
失
（
地
震
に

伴
っ
て
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
津
波
及
び
周
辺
斜
面
の
崩
壊
等
に
よ
る
安
全
機
能
の
喪
失

を
含
む
。）

及
び
そ
れ
に
続
く
放
射
線
に
よ
る
公
衆
へ
の
影
響
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
各
施

設
の
安
全
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
の
影
響
の
相
対
的
な
程
度
（
以
下
「
耐
震
重
要
度
」
と
い

う
。）

を
い
う
。
設
計
基
準
対
象
施
設
は
、
耐
震
重
要
度
に
応
じ
て
、
以
下
の
ク
ラ
ス
（
以
下

「
耐
震
重
要
度
分
類
」
と
い
う
。
）
に
分
類
す
る
も
の
と
す
る
。

 

三
 
Ｃ
ク
ラ
ス

 

Ｓ
ク
ラ
ス
に
属
す
る
施
設
及
び
Ｂ
ク
ラ
ス
に
属
す
る
施
設
以
外
の
一
般
産
業
施
設
又
は
公
共
施

設
と
同
等
の
安
全
性
が
要
求
さ
れ
る
施
設
を
い
う
。

 

４
 
第
４
条
第
２
項
に
規
定
す
る
「
地
震
力
」
の
「
算
定
」
に
当
た
っ
て
は
、
以
下
に
示
す
方
法

に
よ
る
こ
と
。

 

二
 
静
的
地
震
力

 

①
建
物
・
構
築
物

 

・
水
平
地
震
力
は
、
地
震
層
せ
ん
断
力
係
数
Ｃ
ｉ
に
、
次
に
示
す
施
設
の
耐
震
重
要
度
分
類
に

応
じ
た
係
数
を
乗
じ
、
さ
ら
に
当
該
層
以
上
の
重
量
を
乗
じ
て
算
定
す
る
こ
と
。

 

Ｓ
ク
ラ
ス

 
３
．
０

 

Ｂ
ク
ラ
ス

 
１
．
５

 

Ｃ
ク
ラ
ス

 
１
．
０

 

Ｍ
Ｐ
用
発
電
機
及
び
Ｍ
Ｐ
用
Ｕ
Ｐ
Ｓ

は
，
耐
震
設
計
審
査
指
針
に
基
づ
く
耐

震
設
計
上
の
重
要
度
分
類
「
Ｃ
ク
ラ
ス
」

に
該
当
し
，
Ｃ
ク
ラ
ス
に
応
じ
て
設
定

し
た
地
震
力
に
対
し
て
十
分
耐
え
る
設

計
と
す
る
。
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設
置
許
可
基
準
規
則

 
規
則
の
解
釈
（
該
当
箇
所
抜
粋
）

 
適
合
性

 

３
 
耐
震
重
要
施
設
は
、
そ
の
供
用
中
に
当
該

耐
震
重
要
施
設
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す

お
そ
れ
が
あ
る
地

震
に
よ
る
加
速
度
に

よ

っ
て
作
用
す
る
地

震
力
（
以
下
「
基
準

地

震
動
に
よ
る
地
震
力
」
と
い
う
。
）
に
対
し

て
安
全
機
能
が
損

な
わ
れ
る
お
そ
れ
が

な

い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
Ｍ
Ｐ
用
発
電
機
及
び
Ｍ
Ｐ
用
Ｕ
Ｐ
Ｓ

は
「
耐
震
重
要
施
設
」
に
は
該
当
し
な

い
。

 

４
 
耐
震
重
要
施
設
は
、
前
項
の
地
震
の
発
生

に
よ
っ
て
生
ず
る

お
そ
れ
が
あ
る
斜
面

の

崩
壊
に
対
し
て
安

全
機
能
が
損
な
わ
れ

る

お
そ
れ
が
な
い
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。

 

 
Ｍ
Ｐ
用
発
電
機
及
び
Ｍ
Ｐ
用
Ｕ
Ｐ
Ｓ

は
「
耐
震
重
要
施
設
」
に
は
該
当
し
な

い
。

 

（
津
波
に
よ
る
損
傷
の
防
止
）

 

第
五
条

 
設
計
基
準
対
象
施
設
（
兼
用
キ
ャ
ス

ク
及
び
そ
の
周
辺
施
設
を
除
く
。
）
は
、
そ

の
供
用
中
に
当
該

設
計
基
準
対
象
施
設

に

大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る

津

波
（
以
下
「
基
準
津
波
」
と
い
う
。）

に
対

し
て
安
全
機
能
が

損
な
わ
れ
る
お
そ
れ

が

な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

第
５
条
（
津
波
に
よ
る
損
傷
の
防
止
）

 

３
 
第
５
条
第
１
項
の
「
安
全
機
能
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
を
満
た
す
た
め
に
、
基
準
津
波
に
対
す
る
設
計
基
準
対
象
施
設
の
設
計
に
当
た
っ
て
は
、

以
下
の
方
針
に
よ
る
こ
と
。

 

一
 
Ｓ
ク
ラ
ス
に
属
す
る
施
設
（
津
波
防
護
施
設
、
浸
水
防
止
設
備
及
び
津
波
監
視
設
備
を
除
く
。

下
記
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）

の
設
置
さ
れ
た
敷
地
に
お
い
て
、
基
準
津
波
に
よ
る
遡
上
波

を
地
上
部
か
ら
到
達
又
は
流
入
さ
せ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
取
水
路
及
び
排
水
路
等
の
経
路
か

ら
流
入
さ
せ
な
い
こ
と
。
そ
の
た
め
、
以
下
の
方
針
に
よ
る
こ
と
。

 

①
Ｓ
ク
ラ
ス
に
属
す
る
設
備
（
浸
水
防
止
設
備
及
び
津
波
監
視
設
備
を
除
く
。
以
下
下
記
第
三

号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）

を
内
包
す
る
建
屋
及
び
Ｓ
ク
ラ
ス
に
属
す
る
設
備
（
屋
外
に
設
置

す
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
基
準
津
波
に
よ
る
遡
上
波
が
到
達
し
な
い
十
分
高
い
場
所
に
設
置

Ｍ
Ｐ
用
発
電
機
及
び
Ｍ
Ｐ
用
Ｕ
Ｐ
Ｓ

は
「
Ｓ
ク
ラ
ス
」
に
は
該
当
し
な
い
。

 

な
お
，
Ｍ
Ｐ
用
発
電
機
及
び
Ｍ
Ｐ
用

Ｕ
Ｐ
Ｓ
は
基
準
津
波
の
到
達
し
な
い
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
局
舎
（
最
も
設

置
高

さ
が

低
い

局
舎

(N
o
.1

及
び

N
o
.
6)
で

E
L 
約

55
m)
に
設
置
し
て
い

る
。
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粋
）
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性

 

す
る
こ
と
。
な
お
、
基
準
津
波
に
よ
る
遡
上
波
が
到
達
す
る
高
さ
に
あ
る
場
合
に
は
、
防
潮

堤
等
の
津
波
防
護
施
設
及
び
浸
水
防
止
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
。

 

（
外
部
か
ら
の
衝
撃
に
よ
る
損
傷
の
防
止
）

 

第
六

条
 
安

全
施

設
（

兼
用

キ
ャ

ス
ク

を
除

く
。）

は
、
想
定
さ
れ
る
自
然
現
象
（
地
震

及
び

津
波

を
除

く
。

次
項

に
お

い
て

同

じ
。
）
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
安
全

機
能
を
損
な
わ
な

い
も
の
で
な
け
れ
ば

な

ら
な
い
。

 

第
６
条
（
外
部
か
ら
の
衝
撃
に
よ
る
損
傷
の
防
止
）

 

１
 
第
１
項
は
、
設
計
基
準
に
お
い
て
想
定
さ
れ
る
自
然
現
象
（
地
震
及
び
津
波
を
除
く
。
）
に

対
し
て
、
安
全
施
設
が
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
た
め
に
必
要
な
安
全
施
設
以
外
の
施
設
又

は
設
備
等
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
含
む
。
）
へ
の
措
置
を
含
む
。

 

自
然
現
象
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
た

場
合
で
も
，
Ｓ
Ａ
設
備
で
あ
る
可
搬
式

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
に
よ
り
安
全

機
能
を
維
持
す
る
。

 

２
 
重
要
安
全
施
設
は
、
当
該
重
要
安
全
施
設

に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

る

と
想
定
さ
れ
る
自

然
現
象
に
よ
り
当
該

重

要
安
全
施
設
に
作

用
す
る
衝
撃
及
び
設

計

基
準
事
故
時
に
生

ず
る
応
力
を
適
切
に

考

慮
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

４
 
第
２
項
に
規
定
す
る
「
重
要
安
全
施
設
」
に
つ
い
て
は
、
「
発
電
用
軽
水
型
原
子
炉
施
設
の

安
全
機
能
の
重
要
度
分
類
に
関
す
る
審
査
指
針
」（

平
成
２
年
８
月
３
０
日
原
子
力
安
全
委
員

会
決
定
）
の
「
Ⅴ
．
２
．（

２
）
自
然
現
象
に
対
す
る
設
計
上
の
考
慮
」
に
示
さ
れ
る
も
の
と

す
る
。

 

Ｍ
Ｐ
用
発
電
機
及
び
Ｍ
Ｐ
用
Ｕ
Ｐ
Ｓ

の
重
要
度
分
類
指
針
に
基
づ
く
重
要
度

分
類
は
「
Ｍ
Ｓ
－
３
」
に
該
当
す
る
た

め
，「

重
要
度
の
特
に
高
い
安
全
機
能
を

有
す
る
構
築
物
，
系
統
及
び
機
器
」
に

は
該
当
し
な
い
。

 

３
 
安
全
施
設
（
兼
用
キ
ャ
ス
ク
を
除
く
。
）

は
、
工
場
等
内
又

は
そ
の
周
辺
に
お
い

て

想
定
さ
れ
る
発
電

用
原
子
炉
施
設
の
安

全

性
を
損
な
わ
せ
る

原
因
と
な

る
お
そ
れ

が

あ
る

事
象

で
あ

っ
て

人
為

に
よ

る
も

の

（
故
意
に
よ
る
も

の
を
除
く
。
以
下
「

人

為
に
よ
る
事
象
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
安

全
機
能
を
損
な
わ

な
い
も
の
で
な
け
れ

ば

７
 第

３
項
は
、
設
計
基
準
に
お
い
て
想
定
さ
れ
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
を
損
な
わ
せ

る
原
因
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
象
で
あ
っ
て
人
為
に
よ
る
も
の
（
故
意
に
よ
る
も
の
を
除

く
。
）
に
対
し
て
、
安
全
施
設
が
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
た
め
に
必
要
な
安
全
施
設
以
外
の

施
設
又
は
設
備
等
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
含
む
。
）
へ
の
措
置
を
含
む
。

 

８
 第

３
項
に
規
定
す
る
「
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
を
損
な
わ
せ
る
原
因
と
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
事
象
で
あ
っ
て
人
為
に
よ
る
も
の
（
故
意
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
」
と
は
、
敷
地
及

び
敷
地
周
辺
の
状
況
を
も
と
に
選
択
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
飛
来
物
（
航
空
機
落
下
等
）、

ダ

ム
の
崩
壊
、
爆
発
、
近
隣
工
場
等
の
火
災
、
有
毒
ガ
ス
、
船
舶
の
衝
突
又
は
電
磁
的
障
害
等

飛
来
物
（
航
空
機
落
下
等
）
，
ダ
ム
の

崩
壊
，
爆
発
，
近
隣
工
場
等
の
火
災
，

有
毒
ガ
ス
，
船
舶
の
衝
突
又
は
電
磁
的

障
害
等
に
よ
り
機
能
を
損
な
う
こ
と
は

な
い
。
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な
ら
な
い
。

 
を
い
う
。

 

な
お
、
上
記
の
航
空
機
落
下
に
つ
い
て
は
、「

実
用
発
電
用
原
子
炉
施
設
へ
の
航
空
機
落
下

確
率
の
評
価
基
準
に
つ
い
て
」（

平
成

1
4・

0
7・

29
 原

院
第

4 
号
（
平
成
１
４
年
７
月
３
０

日
原
子
力
安
全
・
保
安
院
制
定
）
）
等
に
基
づ
き
、
防
護
設
計
の
要
否
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
 

（
火
災
に
よ
る
損
傷
の
防
止
）

 

第
八
条

 設
計
基
準
対
象
施
設
は
、
火
災
に
よ

り
発
電
用
原
子
炉

施
設
の
安
全
性
が
損

な

わ
れ
な
い
よ
う
、

火
災
の
発
生
を
防
止

す

る
こ
と
が
で
き
、

か
つ
、
早
期
に
火
災

発

生
を
感
知
す
る
設

備
（
以
下
「
火
災
感

知

設
備
」
と
い
う
。）

及
び
消
火
を
行
う
設
備

（
以
下
「
消
火
設

備
」
と
い
い
、
安
全

施

設
に
属
す
る
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
火
災

の
影
響
を
軽
減
す

る
機
能
を
有
す
る
も

の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

第
８
条
（
火
災
に
よ
る
損
傷
の
防
止
）

 

１
 第

８
条
に
つ
い
て
は
、
設
計
基
準
に
お
い
て
発
生
す
る
火
災
に
よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
施
設

の
安
全
性
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
設
計
基
準
対
象
施
設
に
対
し
て
必
要
な
機

能
（
火
災
の
発
生
防
止
、
感
知
及
び
消
火
並
び
に
火
災
に
よ
る
影
響
の
軽
減
）
を
有
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
。

 

ま
た
、
上
記
の
「
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
が
損
な
わ
れ
な
い
」
と
は
、
安
全
施
設

が
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

 

し
た
が
っ
て
、
安
全
施
設
の
安
全
機
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
火
災
に
対
し
て
、
発

電
用
原
子
炉
施
設
に
対
し
て
必
要
な
措
置
が
求
め
ら
れ
る
。

 

２
 第

８
条
に
つ
い
て
、
別
途
定
め
る
「
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
火
災
防
護

に
係
る
審
査
基
準
」
（
原
規
技
発
第

1
30
6
19
5 
号
（
平
成
２
５
年
６
月
１
９
日
原
子
力
規
制

委
員
会
決
定
）
）
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

 実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
火
災
防
護
に
係
る
審
査
基
準

 

2
.
 基

本
事
項

 

(
1
)
 
原

子
炉

施
設

内
の

火
災

区
域

又
は

火
災

区
画

に
設

置
さ

れ
る

安
全

機
能

を
有

す
る

構
造

物
、
系
統
及
び
機
器
を
火
災
か
ら
防
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
以
下
に
示
す
火
災
区
域

及
び
火
災
区
画
の
分
類
に
基
づ
い
て
、
火
災
発
生
防
止
、
火
災
の
感
知
及
び
消
火
、
火
災
の

影
響
軽
減
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
し
た
火
災
防
護
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

 

Ｍ
Ｐ
用
発
電
機
及
び
Ｍ
Ｐ
用
Ｕ
Ｐ
Ｓ

は
，「

実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附

属
施

設
の

火
災

防
護

に
係

る
審

査
基

準
」
に
定
め
ら
れ
る
，
以
下
の
い
ず
れ

に
も
該
当
し
な
い
。

 

①
原
子
炉
の
高
温
停
止
及
び
低
温
停

止
を
達
成
し
、
維
持
す
る
た
め
の

安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
、
系

統
及
び
機
器
が
設
置
さ
れ
る
火
災

区
域
及
び
火
災
区
画

 

②
放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込

め
機
能
を
有
す
る
構
築
物
、
系
統

及
び
機
器
が
設
置
さ
れ
る
火
災
区

域
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①
 原

子
炉
の
高
温
停
止
及
び
低
温
停
止
を
達
成
し
、
維
持
す
る
た
め
の
安
全
機
能
を
有
す
る
構

築
物
、
系
統
及
び
機
器
が
設
置
さ
れ
る
火
災
区
域
及
び
火
災
区
画

 

②
 放

射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
機
能
を
有
す
る
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器
が
設
置
さ
れ

る
火
災
区
域

 

２
 消

火
設
備
（
安
全
施
設
に
属
す
る
も
の
に

限
る
。）

は
、
破
損
、
誤
作
動
又
は
誤
操
作

が
起
き
た
場
合
に

お
い
て
も
発
電
用
原

子

炉
を
安
全
に
停
止

さ
せ
る
た
め
の
機
能

を

損
な

わ
な

い
も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

 

３
 第

２
項
の
規
定
に
つ
い
て
、
消
火
設
備
の
破
損
、
誤
作
動
又
は
誤
操
作
が
起
き
た
場
合
の
ほ

か
、
火
災
感
知
設
備
の
破
損
、
誤
作
動
又
は
誤
操
作
が
起
き
た
こ
と
に
よ
り
消
火
設
備
が
作

動
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
発
電
用
原
子
炉
を
安
全
に
停
止
さ
せ
る
た
め
の
機
能
を
損
な
わ

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

Ｍ
Ｐ
用
発
電
機
及
び
Ｍ
Ｐ
用
Ｕ
Ｐ
Ｓ

は
，
原
子
炉
を
安
全
に
停
止
さ
せ
る
た

め
の
機
能
を
有
し
て
い
な
い
。

 

（
溢
水
に
よ
る
損
傷
の
防
止
等
）

 

第
九
条

 安
全
施
設
は
、
発
電
用
原
子
炉
施
設

内
に
お
け
る
溢
水

が
発
生
し
た
場
合
に

お

い
て
も
安
全
機
能

を
損
な
わ
な
い
も
の

で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

第
９
条
（
溢
水
に
よ
る
損
傷
の
防
止
等
）

 

１
 第

１
項
は
、
設
計
基
準
に
お
い
て
想
定
す
る
溢
水
に
対
し
て
、
安
全
施
設
が
安
全
機
能
を
損

な
わ
な
い
た
め
に
必
要
な
安
全
施
設
以
外
の
施
設
又
は
設
備
等
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を

含
む
。
）
へ
の
措
置
を
含
む
。

 

２
 第

１
項
に
規
定
す
る
「
発
電
用
原
子
炉
施
設
内
に
お
け
る
溢
水
」
と
は
、
発
電
用
原
子
炉
施

設
内
に
設
置
さ
れ
た
機
器
及
び
配
管
の
破
損
（
地
震
起
因
を
含
む
。
）、

消
火
系
統
等
の
作
動
、

使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
等
の
ス
ロ
ッ
シ
ン
グ
そ
の
他
の
事
象
に
よ
り
発
生
す
る
溢
水
を
い
う
。

 

Ｍ
Ｐ
用
発
電
機
及
び
Ｍ
Ｐ
用
Ｕ
Ｐ
Ｓ

は
，
屋
外
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト

局
舎

（
最

も
設

置
高

さ
が

低
い

局
舎

(
N
o
.
1
及
び

No
.
6)
で

E
L
約

 
55
m
)
に
設

置
し
て
い
る
た
め
，
屋
内
施
設
か
ら
の

溢
水
の
影
響
を
受
け
な
い
。

 

ま
た
，
設
置
場
所
近
傍
に
屋
外
タ
ン

ク
は
な
い
た
め
，
溢
水
の
影
響
を
受
け

な
い
。
 

２
 設

計
基
準
対
象
施
設
は
、
発
電
用
原
子
炉

施
設
内
の
放
射
性

物
質
を
含
む
液
体
を

内

包
す
る
容
器
、
配

管
そ
の
他
の
設
備
か

ら

放
射
性
物
質
を
含

む
液
体
が
あ
ふ
れ
出

た

 
Ｍ
Ｐ
用
発
電
機
及
び
Ｍ
Ｐ
用
Ｕ
Ｐ
Ｓ

は
，
放
射
性
物
質
を
含
む
液
体
を
内
包

し
な
い
。
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設
置
許
可
基
準
規
則

 
規
則
の
解
釈
（
該
当
箇
所
抜
粋
）

 
適
合
性

 

場
合
に
お
い
て
、

当
該
液
体
が
管
理
区

域

外
へ
漏
え
い
し
な

い
も
の
で
な
け
れ
ば

な

ら
な
い
。

 

（
誤
操
作
の
防
止
）

 

第
十
条

 設
計
基
準
対
象
施
設
は
、
誤
操
作
を

防
止
す
る
た
め
の

措
置
を
講
じ
た
も
の

で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

第
１
０
条
（
誤
操
作
の
防
止
）

 

１
 第

１
項
に
規
定
す
る
「
誤
操
作
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
も
の
」
と
は
、
人
間
工

学
上
の
諸
因
子
を
考
慮
し
て
、
盤
の
配
置
及
び
操
作
器
具
並
び
に
弁
等
の
操
作
性
に
留
意
す

る
こ
と
、
計
器
表
示
及
び
警
報
表
示
に
お
い
て
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
が
正
確
か
つ
迅

速
に
把
握
で
き
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
並
び
に
保
守
点
検
に
お
い
て
誤
り
を
生
じ
に
く
い
よ

う
留
意
す
る
こ
と
等
の
措
置
を
講
じ
た
設
計
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、
運
転
時
の
異
常

な
過
渡
変
化
又
は
設
計
基
準
事
故
の
発
生
後
、
あ
る
時
間
ま
で
は
、
運
転
員
の
操
作
を
期
待

し
な
く
て
も
必
要
な
安
全
機
能
が
確
保
さ
れ
る
設
計
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

Ｍ
Ｐ
用
発
電
機
は
，
母
線
の
低
電
圧

を
検
知
し
自
動
起
動
し
た
後
，
電
気
的

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
に
よ
り
自
動
投
入
さ

れ
る
た
め
，
運
転
員
に
よ
る
操
作
は
不

要
で
あ
る
。
ま
た
，
保
守
点
検
時
に
は
，

メ
カ
ニ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
に
よ
り

非
常
用
所
内
電
気
系
統
側
と
同
時
に
給

電
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
設
計
と
す
る
。

 

Ｍ
Ｐ
用
Ｕ
Ｐ
Ｓ
は
装
置
の
入
力
電
圧

喪
失
に
よ
り
装
置
内
で
自
動
的
に
バ
ッ

テ
リ
ー
に
よ
る
給
電
に
切
り
替
わ
る
た

め
，
運
転
員
に
よ
る
操
作
は
不
要
で
あ

る
。
ま
た
，
保
守
点
検
時
に
は
，
メ
カ

ニ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
に
よ
り
非
常

用
所
内
電
気
系
統
側
と
同
時
に
給
電
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
設
計
と
す
る
。

 

２
 安

全
施
設
は
、
容
易
に
操
作
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 第

２
項
に
規
定
す
る
「
容
易
に
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
は
、
当
該
操
作
が
必
要
と
な

る
理
由
と
な
っ
た
事
象
が
有
意
な
可
能
性
を
も
っ
て
同
時
に
も
た
ら
さ
れ
る
環
境
条
件
（
余

震
等
を
含
む
。）

及
び
施
設
で
有
意
な
可
能
性
を
も
っ
て
同
時
に
も
た
ら
さ
れ
る
環
境
条
件
を

想
定
し
て
も
、
運
転
員
が
容
易
に
設
備
を
運
転
で
き
る
設
計
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

Ｍ
Ｐ
用
発
電
機
及
び
Ｍ
Ｐ
用
Ｕ
Ｐ
Ｓ

は
必
要
時
に
自
動
で
給
電
が
開
始
さ
れ

る
設
計
と
す
る
。
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設
置
許
可
基
準
規
則

 
規
則
の
解
釈
（
該
当
箇
所
抜
粋
）

 
適
合
性

 

（
安
全
施
設
）

 

第
十
二
条

 安
全
施
設
は
、
そ
の
安
全
機
能
の

重
要
度
に
応
じ
て

、
安
全
機
能
が
確
保

さ

れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

第
１
２
条
（
安
全
施
設
）

 

１
 第

１
項
に
規
定
す
る
「
安
全
機
能
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
安
全
機
能
が
確
保
さ
れ
た
も
の
」

に
つ
い
て
は
、「

発
電
用
軽
水
型
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
の
重
要
度
分
類
に
関
す
る
審
査
指

針
」
に
よ
る
。
こ
こ
で
、
当
該
指
針
に
お
け
る
「
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
、
系
統
及
び

機
器
」
は
本
規
定
の
「
安
全
施
設
」
に
読
み
替
え
る
。

 

Ｍ
Ｐ
用
発
電
機
及
び
Ｍ
Ｐ
用
Ｕ
Ｐ
Ｓ

の
重
要
度
分
類
指
針
に
基
づ
く
重
要
度

分
類
は
「
Ｍ
Ｓ
－
３
」
に
該
当
す
る
た

め
，
Ｍ
Ｓ
－
３
に
対
す
る
要
求
に
適
合

し
た
設
計
と
す
る
。

 

２
 安

全
機
能
を
有
す
る
系
統
の
う
ち
、
安
全

機
能
の
重
要
度
が

特
に
高
い
安
全
機
能

を

有
す
る
も
の
は
、

当
該
系
統
を
構
成
す

る

機
械
又
は
器
具
の

単
一
故
障
（
単
一
の

原

因
に
よ
っ
て
一
つ

の
機
械
又
は
器
具
が

所

定
の
安
全
機
能
を

失
う
こ
と
（
従
属
要

因

に
よ
る
多
重
故
障
を
含
む
。）

を
い
う
。
以

下
同
じ
。）

が
発
生
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、

外
部
電
源
が
利
用

で
き
な
い
場
合
に
お

い

て
も
機
能
で
き
る

よ
う
、
当
該
系
統
を

構

成
す
る
機
械
又
は

器
具
の
機
能
、
構
造

及

び
動
作
原
理
を
考

慮
し
て
、
多
重
性
又

は

多
様
性
を
確
保
し

、
及
び
独
立
性
を
確

保

す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
 第

２
項
に
規
定
す
る
「
安
全
機
能
を
有
す
る
系
統
の
う
ち
、
安
全
機
能
の
重
要
度
が
特
に
高

い
安
全
機
能
を
有
す
る
も
の
」
は
、
上
記
の
指
針
を
踏
ま
え
、
以
下
に
示
す
機
能
を
有
す
る

も
の
と
す
る
。

 

一
 そ

の
機
能
を
有
す
る
系
統
の
多
重
性
又
は
多
様
性
を
要
求
す
る
安
全
機
能

 

原
子
炉
の
緊
急
停
止
機
能

 

未
臨
界
維
持
機
能

 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
過
圧
防
止
機
能

 

原
子
炉
停
止
後
に
お
け
る
除
熱
の
た
め
の

 

崩
壊
熱
除
去
機
能

 

原
子
炉
が
隔
離
さ
れ
た
場
合
の
注
水
機
能

 

原
子
炉
が
隔
離
さ
れ
た
場
合
の
圧
力
逃
が
し
機
能

 

事
故
時
の
原
子
炉
の
状
態
に
応
じ
た
炉
心
冷
却
の
た
め
の

 

原
子
炉
内
高
圧
時
に
お
け
る
注
水
機
能

 

原
子
炉
内
低
圧
時
に
お
け
る
注
水
機
能

 

原
子
炉
内
高
圧
時
に
お
け
る
減
圧
系
を
作
動
さ
せ
る
機
能

 

格
納
容
器
内
又
は
放
射
性
物
質
が
格
納
容
器
内
か
ら
漏
れ
出
た
場
所
の
雰
囲

 

気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
低
減
機
能

 

格
納
容
器
の
冷
却
機
能

 

Ｍ
Ｐ
用
発
電
機
及
び
Ｍ
Ｐ
用

Ｕ
Ｐ
Ｓ

は
，
「

安
全

機
能

を
有

す
る

系
統

の
う

ち
、
安
全
機
能
の
重
要
度
が
特
に
高
い

安
全
機
能
を
有
す
る
も
の
」
に
該
当
し

な
い
。
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設
置
許
可
基
準
規
則

 
規
則
の
解
釈
（
該
当
箇
所
抜
粋
）

 
適
合
性

 

格
納
容
器
内
の
可
燃
性
ガ
ス
制
御
機
能

 

非
常
用
交
流
電
源
か
ら
非
常
用
の
負
荷
に
対
し
電
力
を
供
給
す
る
機
能

 

非
常
用
直
流
電
源
か
ら
非
常
用
の
負
荷
に
対
し
電
力
を
供
給
す
る
機
能

 

非
常
用
の
交
流
電
源
機
能

 

非
常
用
の
直
流
電
源
機
能

 

非
常
用
の
計
測
制
御
用
直
流
電
源
機
能

 

補
機
冷
却
機
能

 

冷
却
用
海
水
供
給
機
能

 

原
子
炉
制
御
室
非
常
用
換
気
空
調
機
能

 

圧
縮
空
気
供
給
機
能

 

二
 そ

の
機
能
を
有
す
る
複
数
の
系
統
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
に
つ
い
て
多
重
性
又
は
多
様

性
を
要
求
す
る
安
全
機
能

 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
構
成
す
る
配
管
の
隔
離
機
能

 

原
子
炉
格
納
容
器
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
構
成
す
る
配
管
の
隔
離
機
能

 

原
子
炉
停
止
系
に
対
す
る
作
動
信
号
（
常
用
系
と
し
て
作
動
さ
せ
る
も
の
を
除
く
）
の
発
生

機
能

 

工
学
的
安
全
施
設
に
分
類
さ
れ
る
機
器
若
し
く
は
系
統
に
対
す
る
作
動
信
号
の
発
生
機
能

 

事
故
時
の
原
子
炉
の
停
止
状
態
の
把
握
機
能

 

事
故
時
の
炉
心
冷
却
状
態
の
把
握
機
能

 

事
故
時
の
放
射
能
閉
じ
込
め
状
態
の
把
握
機
能

 

事
故
時
の
プ
ラ
ン
ト
操
作
の
た
め
の
情
報
の
把
握
機
能

 

３
 安

全
施
設
は
、
設
計
基
準
事
故
時
及
び
設

計
基
準
事
故
に
至

る
ま
で
の
間
に
想
定

さ

６
 第

３
項
に
規
定
す
る
「
想
定
さ
れ
る
全
て
の
環
境
条
件
」
と
は
、
通
常
運
転
時
、
運
転
時
の

異
常
な
過
渡
変
化
時
及
び
設
計
基
準
事
故
時
に
お
い
て
、
そ
の
機
能
が
期
待
さ
れ
て
い
る
構

Ｍ
Ｐ
用
発
電
機
は
屋
外
に
設
置
さ
れ

て
い
る
た
め
，
通
常
運
転
時
，
運
転
時
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設
置
許
可
基
準
規
則

 
規
則
の
解
釈
（
該
当
箇
所
抜
粋
）

 
適
合
性

 

れ
る
全
て
の
環
境

条
件
に
お
い
て
、
そ

の

機
能
を
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の

で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

築
物
、
系
統
及
び
機
器
が
、
そ
の
間
に
さ
ら
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
全
て
の
環
境
条
件
を
い

う
。
 

の
異
常
な
過
渡
変
化
時
及
び
設
計
基
準

事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
温
度
，
放
射
線

量
等
の
環
境
条
件
に
よ
る
悪
影
響
を
受

け
な
い
。

 

Ｍ
Ｐ
用
Ｕ
Ｐ
Ｓ
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

・

ポ
ス
ト
局
舎
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
た

め
，
通
常
運
転
時
，
運
転
時
の
異
常
な

過
渡
変
化
時
及
び
設
計
基
準
事
故
時
に

想
定
さ
れ
る
温
度
，
放
射
線
量
等
の
環

境
条
件
に
よ
る
悪
影
響
を
受
け
な
い
。

 

４
 安

全
施
設
は
、
そ
の
健
全
性
及
び
能
力
を

確
認
す
る
た
め
、

そ
の
安
全
機
能
の
重

要

度
に
応
じ
、
発
電

用
原
子
炉
の
運
転
中

又

は
停
止
中
に
試
験

又
は
検
査
が
で
き
る

も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

７
 
第
４
項
に
規
定
す
る
「
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
中
又
は
停
止
中
に
試
験
又
は
検
査
が
で
き

る
」
と
は
、
実
系
統
を
用
い
た
試
験
又
は
検
査
が
不
適
当
な
場
合
に
は
、
試
験
用
の
バ
イ
パ

ス
系
を
用
い
る
こ
と
等
を
許
容
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

 

８
 第

４
項
に
規
定
す
る
「
試
験
又
は
検
査
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
よ
る
こ
と
。

 

一
 発

電
用
原
子
炉
の
運
転
中
に
待
機
状
態
に
あ
る
安
全
施
設
は
、
運
転
中
に
定
期
的
に
試
験
又

は
検
査
（
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
（
平
成
２

５
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
６
号
。
以
下
「
技
術
基
準
規
則
」
と
い
う
。）

に
規
定
さ
れ

る
試
験
又
は
検
査
を
含
む
。）

が
で
き
る
こ
と
。
た
だ
し
、
運
転
中
の
試
験
又
は
検
査
に
よ
っ

て
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
ま
た
、

多
重
性
又
は
多
様
性
を
備
え
た
系
統
及
び
機
器
に
あ
っ
て
は
、
各
々
が
独
立
し
て
試
験
又
は

検
査
が
で
き
る
こ
と
。

 

Ｍ
Ｐ
用
発
電
機
及
び
Ｍ
Ｐ
用
Ｕ
Ｐ
Ｓ

は
，
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
中
又
は
停

止
中
に
外
観
点
検
，

停
止
中
に
試
運
転

に
よ
る
試
験
が
可
能
で
あ
る
。

 

５
 安

全
施
設
は
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
、
ポ
ン
プ

そ
の
他
の
機
器
又

は
配
管
の
損
壊
に
伴

う

１
０

 
第
５
項
に
規
定
す
る
「
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
、
ポ
ン
プ
そ
の
他
の
機
器
又
は
配
管
の
損
壊
に
伴

う
飛
散
物
」
と
は
、
内
部
発
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
流
体
を
内
蔵
す
る
弁
及
び
配
管
の
破
断
、

Ｍ
Ｐ
用
発
電
機
は
屋
外
に
設
置
さ
れ

て
い
る
た
め
，
屋
内
の
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
，
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設
置
許
可
基
準
規
則

 
規
則
の
解
釈
（
該
当
箇
所
抜
粋
）

 
適
合
性

 

飛
散
物
に
よ
り
、

安
全
性
を
損
な
わ
な

い

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

高
速
回
転
機
器
の
破
損
、
ガ
ス
爆
発
又
は
重
量
機
器
の
落
下
等
に
よ
っ
て
発
生
す
る
飛
散
物

を
い
う
。
な
お
、
二
次
的
飛
散
物
、
火
災
、
化
学
反
応
、
電
気
的
損
傷
、
配
管
の
破
損
又
は

機
器
の
故
障
等
の
二
次
的
影
響
も
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

 

ま
た
、
上
記
の
「
発
生
す
る
飛
散
物
」
の
評
価
に
つ
い
て
は
、「

タ
ー
ビ
ン
ミ
サ
イ
ル
評
価

に
つ
い
て
」（

昭
和
５
２
年
７
月
２
０
日
原
子
力
委
員
会
原
子
炉
安
全
専
門
審
査
会
）
等
に
よ

る
こ
と
。

 

ポ
ン
プ
そ
の
他
の
機
器
又
は
配
管
の
損

壊
に
伴
う
飛
散
物
に
よ
り
安
全
性
を
損

な
う
こ
と
は
な
い
。

 

Ｍ
Ｐ

用
Ｕ

Ｐ
Ｓ

は
，

モ
ニ

タ
リ

ン

グ
・
ポ
ス
ト
局
舎
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
が
，
局
舎
内
に
は
内
部
発
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
高
い
流
体
を
内
蔵
す
る
弁
及
び

配
管
，
高
速
回
転
機
器
，
重
量
物
等
は

な
く
，
可
燃
性
ガ
ス
の
発
生
源
と
な
る

機
器
も
な
い
た
め
，
飛
散
物
に
よ
り
安

全
性
を
損
な
う
こ
と
は
な
い
。

 

６
 重

要
安
全
施
設
は
、
二
以
上
の
発
電
用
原

子
炉
施
設
に
お
い

て
共
用
し
、
又
は
相

互

に
接

続
す

る
も

の
で

あ
っ

て
は

な
ら

な

い
。
た
だ
し
、
二

以
上
の
発
電
用
原
子

炉

施
設
と
共
用
し
、

又
は
相
互
に
接
続
す

る

こ
と
に
よ
っ
て
当

該
二
以
上
の
発
電
用

原

子
炉

施
設

の
安

全
性

が
向

上
す

る
場

合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

１
１

 
第
６
項
に
規
定
す
る
「
重
要
安
全
施
設
」
に
つ
い
て
は
、
「
発
電
用
軽
水
型
原
子
炉
施
設

の
安
全
機
能
の
重
要
度
分
類
に
関
す
る
審
査
指
針
」
に
お
い
て
ク
ラ
ス
Ｍ
Ｓ
－
１
に
分
類
さ

れ
る
下
記
の
機
能
を
有
す
る
構
築
物
等
を
対
象
と
す
る

 。
 

・
原
子
炉
の
緊
急
停
止
機
能

 

・
未
臨
界
維
持
機
能

 

・
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
過
圧
防
止
機
能

 

・
原
子
炉
停
止
後
の
除
熱
機
能

 

・
炉
心
冷
却
機
能

 

・
放
射
性
物
質
の
閉
じ
込
め
機
能
並
び
に
放
射
線
の
遮
蔽
及
び
放
出
低
減
機
能
（
た
だ
し
、
可

搬
型
再
結
合
装
置
及
び
沸
騰
水
型
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
排
気
筒
（
非
常
用
ガ
ス
処
理
系
排

気
管
の
支
持
機
能
を
持
つ
構
造
物
）
を
除
く
。
）

 

・
工
学
的
安
全
施
設
及
び
原
子
炉
停
止
系
へ
の
作
動
信
号
の
発
生
機
能

 

Ｍ
Ｐ
用
発
電
機
及
び
Ｍ
Ｐ
用
Ｕ
Ｐ
Ｓ

の
重
要
度
分
類
指
針
に
基
づ
く
重
要
度

分
類
は
「
Ｍ
Ｓ
－
３
」
に
該
当
し
，「

重

要
安
全
施
設
」
に
は
該
当
し
な
い
。
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設
置
許
可
基
準
規
則

 
規
則
の
解
釈
（
該
当
箇
所
抜
粋
）

 
適
合
性

 

・
安
全
上
特
に
重
要
な
関
連
機
能

 

（
た
だ
し
、
原
子
炉
制
御
室
遮
蔽
、
取
水
口
及
び
排
水
口
を
除
く
。）

 

７
 
安
全
施
設
（
重
要
安
全
施
設
を
除
く
。
）

は
、
二
以
上
の
発

電
用
原
子
炉
施
設
と

共

用
し
、
又
は
相
互
に
接
続
す
る
場
合
に
は
、

発
電
用
原
子
炉
施

設
の
安
全
性
を
損
な

わ

な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
（
電
源
装

置
含
む
）
は
，
発
電
所
周
辺
の
放
射
線

量
率
等
を
監
視
す
る
設
備
で
あ
り
，
監

視
に
必
要
な
仕
様
と
す
る
と
と
も
に
，

１
，
２
，
３
号
炉
の
区
分
け
な
く
共
通

の
対
象
を
監
視
す
る
設
備
で
あ
る

こ
と

か
ら
，
共
用
に
よ
り
安
全
性
を
損
な
う

こ
と
は
な
い
。

 

（
保
安
電
源
設
備
）

 

第
三
十
三
条

 
発
電
用
原
子
炉
施
設
は
、
重
要

安
全
施
設
が
そ
の

機
能
を
維
持
す
る
た

め

に
必
要
と
な
る
電

力
を
当
該
重
要
安
全

施

設
に
供
給
す
る
た

め
、
電
力
系
統
に
連

系

し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

第
３
３
条
（
保
安
電
源
設
備
）

 
 

３
 保

安
電
源
設
備
（
安
全
施
設
へ
電
力
を
供

給
す
る
た
め
の
設
備
を
い
う
。）

は
、
電
線

路
、
発
電
用
原
子

炉
施
設
に
お
い
て
常

時

使
用
さ
れ
る
発
電

機
及
び
非
常
用
電
源

設

備
か
ら
安
全
施
設

へ
の
電
力
の
供
給
が

停

止
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
機
器
の
損
壊
、

２
 第

３
項
に
規
定
す
る
「
機
器
の
損
壊
、
故
障
そ
の
他
の
異
常
を
検
知
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

拡
大
を
防
止
す
る
」
と
は
、
電
気
系
統
の
機
器
の
短
絡
若
し
く
は
地
絡
又
は
母
線
の
低
電
圧

若
し
く
は
過
電
流
等
を
検
知
し
、
遮
断
器
等
に
よ
り
故
障
箇
所
を
隔
離
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

故
障
に
よ
る
影
響
を
局
所
化
で
き
る
と
と
も
に
、
他
の
安
全
機
能
へ
の
影
響
を
限
定
で
き
る

こ
と
を
い
う
。
ま
た
、
外
部
電
源
に
直
接
接
続
し
て
い
る
変
圧
器
の
一
次
側
に
お
い
て
３
相

の
う
ち
の
１
相
の
電
路
の
開
放
が
生
じ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
安
全
施
設
へ
の
電
力
の
供
給

Ｍ
Ｐ
用
発
電
機
及
び
Ｍ
Ｐ
用
Ｕ
Ｐ
Ｓ

は
，
機
器
の
過
電
流
を
検
知
し
，
機
関

及
び
装
置
を
停
止
し
故
障
箇
所
を
隔
離

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
故
障
に
よ
る
影

響
を
局
所
化
で
き
る
と
と
も
に
，

他
の

安
全

機
能

へ
影

響
の

な
い

設
計

と
す

31条-別添1-15

32



 

 

設
置
許
可
基
準
規
則

 
規
則
の
解
釈
（
該
当
箇
所
抜
粋
）

 
適
合
性

 

故
障
そ
の
他
の
異

常
を
検
知
す
る
と
と

も

に
、
そ
の
拡
大
を

防
止
す
る
も
の
で
な

け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

が
不
安
定
に
な
っ
た
こ
と
を
検
知
し
、
故
障
箇
所
の
隔
離
又
は
非
常
用
母
線
の
接
続
変
更
そ

の
他
の
異
常
の
拡
大
を
防
止
す
る
対
策
（
手
動
操
作
に
よ
る
対
策
を
含
む
。
）
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
安
全
施
設
へ
の
電
力
の
供
給
が
停
止
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
電
力
供
給
の
安

定
性
を
回
復
で
き
る
こ
と
を
い
う
。

 

る
。
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3. ＭＰ用発電機及びＭＰ用ＵＰＳの運用について 

  モニタリング・ポストへ給電する各電源の起動順序・優先順位は以下のとお

りとなる。 

① 通常運転時 

    モニタリング・ポストは通常運転時，所内電源（所内電源系又は外部電源

系）を，非常用コントロールセンタからモニタリング・ポスト用無停電電源

装置を経由して電源供給をしている。 

② 所内電源喪失直後 

    所内電源が喪失した場合は，モニタリング・ポスト用無停電電源装置から

継続して電源供給を行う。 

③ 所内電源喪失後から約 10 秒後 

    非常用ディーゼル発電機は，所内電源が喪失後自動起動し，約 10 秒で電

源供給が開始され，モニタリング・ポスト用無停電電源装置を経由して電源

供給を行う。 

④ 非常用ディーゼル発電機電源供給不可時 

    モニタリング・ポスト用非常用発電機は，局舎受電電源喪失により自動起

動し，非常用ディーゼル発電機から電源供給が出来ない場合，電源喪失から

約 40 秒後に電源供給を行う。モニタリング・ポスト用非常用発電機の電源

供給が開始されるまでの間は，モニタリング・ポスト用無停電電源装置から

継続して電源供給を行う。 

 

  なお，これらの電源供給は自動起動・自動切替で行われることにより，運転

員による操作は不要な設計としている。 

  また，重大事故等時にモニタリング・ポストが機能喪失した場合は，可搬式

モニタリング・ポストを設置する手順を整備している。 

 

   
 

第１図 モニタリング・ポストの電源構成概要図 

G

モニタリング・ポスト
モニタリング・ポスト用
非常用発電機

モニタリング・ポスト用
無停電電源装置

非常用ｺﾝﾄﾛｰﾙｾﾝﾀ ①所内電源
③非常用ディーゼル発電機

②,④④

通常「切」

通常「切」

①,③

：メカニカルインターロック

：自動切替回路

【凡例】

：電源供給ライン
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別添２ 

 

 

 

 

島根原子力発電所２号炉 

 

 

運用，手順説明資料 

監視設備 
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第 31 条 監視設備 

 

【条文要求】 

 発電用原子炉施設には、通常運転時、運転時の異常な過渡変化時及び設計基準

事故時において、当該発電用原子炉施設及びその境界付近における放射性物質の

濃度及び放射線量を監視し、及び測定し、並びに設計基準事故時における迅速な

対応のために必要な情報を原子炉制御室その他当該情報を伝達する必要がある

場所に表示できる設備（安全施設に属するものに限る。）を設けなければならな

い。 

【解釈】 

５ 第 31 条において、モニタリングポストについては、非常用所内電源に接続

しない場合、無停電電源等により電源復旧までの期間を担保できる設計である

こと。また、モニタリングポストの伝送系は多様性を有する設計であること。 

  

工   

非常用所内電源に接続   データ伝送を多様化する 

      

    工 工   

    有線  無線 

 

 

【後段規制との対応】                【添六，八への反映事項】 

工：工認（基本設計方針，添付書類）             ：添六，八に反映 

保：保安規定（下位文書含む）                ：当該条文に関係しない 

核：核物質防護規定（下位文書含む）              （他条文での反映事項他） 
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運用，手順に係る運用対策等（設計基準） 

設置許可条文 対象項目 区分 運用対策等 

第 31 条 

監視設備 

非常用所内電源 運用・手順 ― 

体制 ― 

保守・点検 ― 

教育・訓練 ― 

有線 運用・手順 ― 

体制 ― 

保守・点検 ― 

教育・訓練 ― 

無線 運用・手順 ― 

体制 ― 

保守・点検 ― 

教育・訓練 ― 
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